
憲法過去問分析表 	  24
法学論文に使う頻出判例集　憲法 	  25

肖像権と犯罪捜査 	  33
【平成 20 年　警　部】

法の下の平等と外国人の人権 	  36
【平成 18 年　警部補】

信教の自由と政教分離 	  38
【平成 22 年　警　部】

表現の自由とビラ貼りの規制 	  40
【平成 31 年　警部補】

集会・結社の自由 	  42
【平成 22 年　警部補】

法定手続の保障 	  44
【平成 24 年　警　部】

逮捕に関する令状主義 	  46
【令和４年　警部補】

抑留・拘禁に対する保障と接見指定の合憲性 	  48
【平成 26 年　警　部】

住居の不可侵 	  50
【令和４年　警　部】

国会議員の不逮捕特権・免責特権 	  52
【令和２年　警　部】
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行政法過去問分析表 	  56
法学論文に使う頻出判例集　行政法 	  57

管轄区域外における現行犯逮捕 	  61
【平成 15 年　警部補】

職務質問のための停止 	  63
【平成 21 年　警部補】

車両の停止と所持品検査 	  65
【平成 31 年　警部補】

同行要求 	  68
【令和２年　警部補】

凶器の捜検 	  71
【平成 25 年　警部補】

保　護 	  73
【平成 29 年　警部補】

避難等の措置 	  76
【令和４年　警　部】

警告と制止 	  79
【令和４年　警部補】

危険時の立入りと制止 	  82
【平成 30 年　警　部】

武器の使用 	  85
【平成 26 年　警部補】
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刑法過去問分析表 	  91
法学論文に使う頻出判例集　刑法 	  92

故意犯と結果的加重犯の共同正犯 	  103
【平成９年　警　部】

公務執行妨害罪 	  106
【平成９年　警部補】

建造物等以外放火罪 	  109
【平成 15 年　警　部】

電子機器上の署名と私電磁的記録不正作出罪、牽連犯 	  112
【令和４年　警　部】

強制性交等罪 	  116
【平成 18 年　警部補】

業務妨害罪と恐喝罪 	  118
【平成 12 年　警　部】

「置き配」と刑法上の占有 	  121
【令和２年　警部補】

窃盗罪と詐欺罪の区別① 	  123
【平成 30 年　警　部】

窃盗罪と詐欺罪の区別② 	  125
【平成 31 年　警部補】

強盗罪と強盗予備罪 	  128
【平成 24 年　警　部】
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事後強盗罪 	  130
【平成19年　警部補】

「還付金詐欺」と間接正犯 	  133
【平成23年　警部補】

狂言誘拐の擬律 	  136
【平成18年　警　部】

器物と建造物の区別、囲繞地への侵入 	  139
【令和４年　警部補】
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実施年（平成、令和）
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 元 ２ ３ ４

出題項目
罪　数 牽連犯 警 警

国家・
社会的法益

公務執行妨害罪
放火罪 補
通貨偽造罪
文書偽造罪 警
電磁的記録不正作出・供用罪 警 警

個人的法益

強制性交等（強姦）罪
脅迫罪 補
略取、誘拐及び人身売買の罪 警
住居侵入罪 補 補
信書開封罪 警
業務妨害罪 補 警

財産的法益

窃盗罪
不法領得の意思
窃盗罪における占有 警 補 補 補
窃盗行為 補

強盗罪

強盗罪 警 補 警 警
事後強盗罪
昏酔強盗罪 補
強盗殺人罪

詐欺罪 警 補 補 警 補 補
補
警
補 補

恐喝罪
横領罪
公用文書毀棄罪 警
信書隠匿罪 警

特別刑法 暴力行為等の処罰に関する法律 警

刑法過去問分析表
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刑事訴訟法過去問分析表 	  145
法学論文に使う頻出判例集　刑事訴訟法 	  146

逮捕の種別 	  153
【平成 19 年　警部補】

逮捕状の緊急執行 	  156
【令和４年　警　部】

緊急逮捕 	  159
【平成６年　警部補】

現行犯逮捕・罪名変更送致 	  162
【平成 27 年　警　部】

準現行犯逮捕 	  165
【令和４年　警部補】

私人による現行犯逮捕と凶器の押収手続 	  168
【令和２年　警部補】

令状による捜索・差押え 	  170
【平成 28 年　警部補】

捜索差押許可状の効力が及ぶ範囲と別事件の証拠品 	  172
【平成 19 年　警　部】

捜索差押許可状の提示・必要な処分 	  174
【平成 24 年　警　部】

逮捕の現場における捜索・差押え 	  176
【平成９年　警　部】
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令状によらない捜索・差押えと立会い 	  178
【平成 12 年　警部補】

任意提出の限界・強制採血・身体検査 	  181
【令和２年　警　部】

接見交通権 	  184
【平成 17 年　警部補】

接見内容の取調べ 	  186
【平成 13 年　警　部】

11

12

13

14

144

【QM法学・実務編】

実施年（平成、令和）
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 元 ２ ３ ４

出題項目
捜査の端緒 告　訴
任意捜査 領置等 警 補

逮　捕

逮捕の種別
逮捕状の緊急執行 警 警
現行犯逮捕 警 補 補 補

準現行犯逮捕 警
補
警

補

緊急逮捕 補
逮捕後の手続 警

令状による
捜索・差押え

令状の効力が及ぶ範囲 補 補 補 警
令状の提示 警 警
令状の請求
令状の発付に対する不服
申立て

警

捜索・差押え時の立会人 警

令状によらない
捜索・差押え

逮捕する場合・逮捕の現場 補 補 補 補 警
差押対象物
被疑者の捜索等 警 補

捜索・差押えに
付随する処分

捜索・差押えの際の写真撮影 補

身体の捜索・
検査

強制採血 警

弁護人
弁護人の地位
接見交通権 警

刑事訴訟法過去問分析表
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論文及び警察管理過去問分析表 	  193

警察署巡査部長の立場と役割及び自己啓発と 
部下職員に対する指導の具体的方策 	  195

【令和４年　巡査部長】

警察署課長代理の立場と役割及び自己啓発と 
部下職員に対する指導の具体的方策 	  199

【令和４年　警　部】

警察署巡査部長の立場と役割及び自己啓発と 
部下職員に対する指導の具体的方策 	  202

【令和３年　巡査部長】

警察職務倫理と都民の期待と信頼に応えるための 
具体的方策 	  206

【令和３年　警部補】

警察署課長代理の立場と役割及び自己啓発と 
部下職員に対する指導の具体的方策 	  209

【令和３年　警　部】

「都民の期待と信頼に応える力強い警視庁」を 
体現するための具体的方策 	  213

【令和２年　警部補】

公用文書等毀棄と再発防止策 	  216
【令和４年　警部補】

スマートフォンの不正使用と再発防止策 	  219
【令和３年　警部補】
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部下が飲酒運転をするに至った不祥事案に関する 
指導・監督上の問題点と再発防止策 	  223
【令和３年　警　部】

部下が盗撮行為をするに至った不祥事案に関する 
指導・監督上の問題点と再発防止策 	  227
【令和２年　警　部】

9

10
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実施年（平成、令和）
24 25 26 27 28 29 30 31 元 ２ ３ ４

出題項目

都民の信頼確保

信頼確保のための具体的方策
長
警

長
警
長 長 長 長

不祥事案の絶無 補
長
警

警 補 警
補
警
補
警
補

都民の視点に立った警察活動 長 長
補
警
長 長 長

目に見える成果
大胆な組織改革 補
警察が抱える課題の克服、
都民のために行動する警視庁

長

正義の実現 長 補 補 長

職員の服務
職務倫理の基本及び服務の基準 警 補 補 補 警
職務倫理の基本５項目 補 補 補
規律の保持 警 補

幹部の役割 指導監督・具体的方策 警
補
警
警 警 警 補

補
警
長
警
長
補
警

指導・支援制度 警 補

実務能力の向上
具体的方策 警 警 警 長
自己の資質・実務能力 補

実績の向上 具体的方策 警
士気の高揚 具体的方策 警
適正な職務執行 警 補 補 補 補
警視総監訓示 長
現状の問題点 補 長

治安回復の対策

犯罪を抑止するための総合対策
補
警

警 補

当番時間帯における初動体制
補
警

犯罪が起きにくい社会の実現 補 補
補
警

精強な組織構築
長
補

警

現場執行力強化 若手警察官の指導育成 警 補 警 警 警 警

各種事故防止 警
補
警
補
警
補 警 補

「安全・安心な街、東京」の実現 長 長 長
長
警

長 補 警

論文及び警察管理過去問分析表
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⑵　先入観を排除した指導支援
各級幹部は、部下の指導支援が重要な本来業務であることを認識し、部
下職員に対しては過去の勤務経験や実績等による先入観を持つことなく、
日頃の服装や勤務態度、同僚との協調性、風評、飲食時の言動、個々面接
等あらゆる機会を通じて、自らその人物像を把握する努力を怠ることなく
部下の本質を見抜き、その特性や資質、抱えている悩み等に応じた具体的
な指導支援を行う。

⑶　同僚愛を持った実効ある指導支援
各級幹部は、定期的な個々面接だけでなく、部下職員との普段の会話等
を通じて、仕事上困っていることや勤務上配慮して欲しいこと、仕事以外
で困っていること、悩んでいることなどを把握した際には、当該職員の普
段の仕事の実績等に惑わされることなく、当該職員から詳しく聞き取って、
部下職員が過ちを犯さないよう同僚愛を持った実効ある指導支援を行う。

⑷　「兆し」に対する組織的対応
各級幹部は、風評等に対して、些細なことで問題ないだろうと安易に結
論付けることなく、何らかの「兆し」ではないかといった鋭敏な感覚を持っ
て、速やかに必要な是正措置を講じ、所属長まで報告を行って組織的対応
により問題の解決を図る。

⑸　心に響く教養の実施
過去の不祥事案を踏まえ、事案の惹起が与える様々な影響、実名等が報
道されることによる家庭の崩壊や経済的損失、今まで当たり前であった生
活ができなくなること等、身につまされる具体的な内容の教養を繰り返し
実施することによって、心に響く教養を行う。

⑹　風通しの良い職場環境の醸成
各級幹部は、何でも話ができる雰囲気の良い職場環境を作るべく、他人
の悪評を上司に報告することが、いわゆる「告げ口」であるという誤った
認識を払拭し、報告することは結果的に当該職員のためになるという意識
を浸透させるよう努める。

230

【QM法学・実務編】

捜査実務（捜査書類）過去問分析表 	  232

実況見分調書（甲の１）の作成 	  235
【令和４年　巡査部長】

犯罪捜査報告書の作成 	  240
【令和３年　巡査部長】

供述調書（甲の１）の作成 	  245
【令和３年　警部補】

一件書類の補正 	  251
逮捕状請求書（乙）、緊急逮捕手続書、
捜索差押調書（乙）、押収品目録、
弁解録取書、被害届

【令和３年　警　部】

弁解録取書・取調べ状況報告書の作成 	  265
【令和２年　警部補】

一件書類の補正 	  271
逮捕状請求書（乙）、緊急逮捕手続書、
捜索差押調書（乙）、押収品目録、
弁解録取書、被害届

【令和２年　警　部】
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については「逮捕状」と記載し、現行犯逮捕・緊急逮捕について
は「○○逮捕手続書」と記載する。

⑩ 282
欠落した欄外に、　　と記入する。／ 別紙の欄外にも、読み聞かせ、
閲覧させたうえで、指印を徴する。

⑪ 283
「窃盗」とあるのを、「盗難」と訂正する。／ 被害者等が記載する
書類であるので、一般的な用語を用いて記載する。

⑫ 284

「午後 11 時 40 分」とあるのを、「午後 11 時 55 分」と訂正する。
／ 被害の届出時間は、訴え出の時間ではなく、警察官が代書して、
届出人が内容を確認のうえ、署名・押（指）印し、その提出を受
けた時間を記載する。

指
印

286
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交通過去問分析表 	  288

ひき逃げ事件の特異性と初動措置要領 	  289
【令和３年　警部補】

歩行者が被害者となる交通事故安全防止対策 	  292
【令和２年　警部補】

外国人の交通事故及び違反取扱い上の処理要領 	  296
【令和３年　警　部】

子ども及び高齢者に対する交通安全活動 	  299
【令和２年　警　部】
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体等の協力を得て、運転免許証を返納した者に対する公共交通機関の運賃割
引等の支援措置を充実させることにより、高齢者が自主的に運転免許証を返
納しやすい環境の整備を図る。

３	 反射材用品等の着用促進
薄暮時・夜間において歩行者及び自転車利用者が被害に遭う交通事故を防
止するため、反射材用品、LEDライト等の視認効果や使用方法等について
理解を深め、自発的な着用を促すための参加・体験・実践型の交通安全教育
を実施する。また、関係機関・団体と連携した反射材用品等の広告啓発活動
を実施する。
さらに、衣服や靴、かばん等への反射材の組み込みを推奨するとともに、
適切な反射性能を有する製品についての情報提供に努める。

302
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地域過去問分析表 	  304

緊急配備の措置要領と留意事項 	  305
【令和４年　警部補】

泥酔者等の保護取扱時の措置要領 	  308
【令和３年　警部補】
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保護室収容前に再度所持品を確認し、危険物や貴重品の発見に努める。
また、現金、キャッシュカード等本人に所持させておくことにより紛失
又は損傷するおそれのあるもの（貴重品）は努めて預かる。その場合には、
必ず保護主任者又は幹部が立ち会い、品名・金額等を確認して保護簿に記
載しておく。

⑷　観護時の措置要領
ア　観護に当たる者の指定

要保護者を保護室に収容するときは幹部が立ち会い、保護主任者は、
観護に当たる勤務員を指定し、適正な観護に当たらせる。
イ　保護室等での観護要領
①　観護は、要保護者の状態に応じた最も適切な方法で行うが、医療措
置を講じその後の容態の変化に特に注意を要する者、保護室の壁面に
頭部を打ち付けるなど自傷のおそれがある者等は、常に対面で動静監
視する。

②　要保護者を保護室に収容した場合は、その容体が急変することもあ
るので、監視モニターだけに頼ることなく、必要に応じて保護室内に
入って観察を行い、直接意識レベル等を確認する。

ウ　幹部の巡視
幹部は、留置場巡視（１時間に１回以上）の都度、保護室を巡回して、

観護者の指揮監督に当たる。また、観護者が常時観護に当たることがで
きない場合は、巡視を通じてこれを補い、観護の適正を図る。

⑸　保護解除時の措置要領
ア　保護した要保護者は、所持品などから身元を確認して家族等に連絡を
とり、可能な限り速やかな引渡しに努める。
イ　保護を解除するときは、要保護者の歩行状態や言動等により覚醒状況
を見極め、事前に保護主任者の指揮を受けて解除するとともに、保護の
理由を説明して今後を戒める。
ウ　一時保管した危険物・貴重品を返還するときは、複数の勤務員により
保護簿の保管金品欄記載の各項目と照らし合わせ、要保護者に確認させ
ながら返還する。
エ　要保護者に所持金がなく、かつ、交通機関を利用しなければ帰宅でき
ない場合は、必要により公衆接遇弁償費から交通費等を貸し出す。
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それを何度も繰り返し、口に出して語りかけること、
が重要です。
　第３次試験は、ほとんどゼロからのスタートです。早めの着手と行動によっ
て、栄冠を勝ち取ることができます。昇任試験の合格を祈念します。
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